
環政第３０２０２－５号

令和 ２年 ６月１１日

環境アドバイザー各位

群馬県知事 山 本 一 太

（環境森林部環境政策課）

群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン」に基づく警戒度１における

要請の周知について（依頼）

平素、県行政の推進に御理解と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。

群馬県では、「社会経済活動再開に向けたガイドライン」を策定し、段階的な社会経済

活動の再開に向けて取り組んでいるところです。

この度、本年６月１１日に実施した、第１３回新型コロナウイルス感染症対策本部会議

において、本年６月１３日から県内の警戒度を「１」に移行することを決定いたしました。

つきましては、別紙のとおり同ガイドラインに基づく警戒度１における要請を実施しま

すので、引き続き、「新しい生活様式」の実践などにより感染防止対策の徹底をお願い致

します。

担 当：環境政策課総務予算係 小野里

T E L：027-226-2812

F A X：027-223-0154

e-mail：kanseisaku@pref.gunma.lg.jp
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群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン」に基づく 

要請について（６月１３日（土）以降） 

 

１ 要請を開始する日 

  令和２年６月１３日（土） 
 

２ 要請する区域 

群馬県内全域 
 

３ ガイドライン警戒度 

  ６月１３日（土）から警戒度「１」に移行 
 

４ ガイドライン警戒度「１」における要請の概要 

【社会経済活動再開のガイドライン「4 段階の警戒度と行動基準」より】 
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５ 県民の皆様への要請 

 以下の事項について、ご協力をお願いします。 
 
（１）外出について 

 ・すべての人が、混雑した場所にはできるだけ行かないようご協力をお願

いします。 
 ・高齢者や基礎疾患のある方については、外出の際は人との身体的距離を

確保し、距離の確保が難しい機会は極力減らしてください。 
・外出の際は「（４）新しい生活様式の実践について」に掲げる事項を厳

守してください。 
 
（２）県外への移動について 

・５月２５日まで緊急事態宣言の対象区域となっていた５都道県（北海道、

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）への不要不急の往来は、６月１８

日までは控えてください。 
 

（３）イベント等の開催、参加について 

・イベントの開催にあたっては、開催の時期にあわせて、以下表に掲げる

参加人数、収容率の範囲内としてください。いずれの段階においても、

別表に掲げる適切な感染防止対策を徹底いただくようお願いします。 
 
【イベントの開催制限】 

屋内 屋外
1,000人 1,000人
50%以内 十分な間隔
5,000人 5,000人 5,000人
50%以内 十分な間隔 50%以内
上限なし 上限なし 上限なし
50%以内 十分な間隔 50%以内

※１ 上段は「人数上限」、下段は「収容率」を示す。
※２ 「人数上限」と「収容率」はどちらか小さい方を限度とする。
※３ 「十分な間隔」はできれば２ｍを確保する。
※４ 全国的・広域的なお祭り・野外フェス等は延期または中止とするなど、慎重な対応を求める。

期間
地域の行事
（お祭り等）

8/1～

6/13～

7/10～ 特定の地域からの来

場を見込み、人数を
管理できるものは可

プロスポーツ等

無観客
コンサート、展示会等
の屋内、屋外と
同様の基準

コンサート、展示会等
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（４）「新しい生活様式」等の実践について 

・「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手洗いによる手指衛生」

をはじめとした基本的な感染対策については、引き続き継続した取り組

みをお願いします。 
・政府専門家会議で示された「人との接触を８割減らす、１０のポイント」

「新しい生活様式の実践例」を参考に、３つの「密」状態を回避すると

ともに、日々の生活を見直し、新たな感染防止策を実践してください。 
 
 

６ 事業者の皆様への要請 

 以下の事項について、ご協力をお願いします。 
 
（１） 感染防止対策の徹底について 

・すべての事業者において、別表で掲げる感染防止対策例や、業界団体等

で作成した感染拡大予防ガイドライン等を踏まえながら、適切な感染防

止対策の徹底をお願いします。 

・ガイドライン未作成の業界団体等においては、業種や施設の種別ごとの

ガイドラインを作成し、所属事業者や関係事業者へガイドラインに沿っ

た感染防止対策の徹底を促すようお願いします。 

※１政府が公表している「業種別ガイドライン」や、本県が示す「各業

界・施設毎の感染症対策ガイドライン作成例」を参考としてください。 

※２業界団体からガイドラインが示されていない業種の事業者や、業界

団体等が存在しない業種の事業者についても、上記のガイドライン等

を参考として、適切な感染防止対策を講じてください。 

 

（２）勤務形態等について 

 ・「新しい生活様式の実践例」を参考に、テレワークやローテーション勤

務、時差通勤、オンライン会議の開催など、人との接触を減らすための

取組を実践してください。 
 ・高齢者施設や病院等については、面会の再開にあたって、適切な感染防

止対策の徹底をお願いします。 

 
 
 
 
 



 
 

【別表：適切な感染防止対策例】 

※以下に掲げる対策例以外にも、それぞれの施設の状況や営業の形態等に応じ、 

適切な感染防止のための対策を実践してください。 
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（別添） 
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